
科目名 履修学年 １年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

世界の姿 大陸の分布や国家群を 大まかにと ら える 4

地球儀と 世界地図のち がい さ まざまな世界地図の図法について何が正確に 5

表さ れている か理解する

国境と 領土問題 どのよ う な経緯で国境線が引かれている か、 4

時事問題も 交え考察する

地域調査（ 学校周辺の地形と 土地利用の変化） 学校付近の地形の特徴と 都市化について学ぶ 6

地域調査（ GI Sに触れる ） 主に「 地理院地図」 を 用いて地形の特徴について 4

理解を 深める

世界の地形 プレ ート テク ト ニク スや造山運動について、 日本列島 5

などを 舞台に考察する 。

世界の気候と 農業、 生活文化 熱帯と 乾燥帯について、 人々の生活にどのよ う に 6

影響し ている か、 考察する 。

世界の気候と 農業、 生活文化 温帯について、 人々の生活にどのよ う に 5

影響し ている か、 考察する 。

世界の気候と 農業、 生活文化 亜寒帯、 寒帯、 高山気候について、 人々の生活に 4

どのよ う に影響し ている か、 考察する 。

世界の人口と 人口問題 世界的な増加と 、 日本での減少について 4

どのよ う な影響がある か、 考察する 。

世界の都市と 都市問題 日本や世界で、 都市特有の問題と し てはどのよ う な 3

も のがある か、 大まかに理解する 。

学
年
末
考
査

中
間
考
査

期
末
考
査

中
間
考
査

期
末
考
査

中学 全

現代社会では、国民一人ひとり国際社会の一員としてさまざまな課題に対して自ら調べ・考えていくことが求められている。ここでは、世界各国の自然の様子と人々の
活動を学習し、日本と各国とを比較できるようにすることを目標とする。

評価方法

各観点の授業内
評価方法等

教科名 

授業態度

人々の生活は， その生活が営まれる場所の自然及び
社会的条件から 影響を受けたり ， その場所の自然及
び社会的条件に影響を与えたり するこ と を理解し て
いる。

世界各地における人々の生活の特色やその変容の理由
を， その生活が営まれる場所の自然及び社会的条件な
どに着目し て多面的・ 多角的に考察し 表現し ている。

世界各地の人々の生活と 環境について， より よい社会の実
現を視野にそこ で見ら れる課題を主体的に追究し よう と し
ている。

定期考査、 小テスト

主体的に学習に取り組む姿勢

振り 返り シート

2

3

担当者

11

12

1

2

3

5

6

7

8

9

10

学期末の
各観点比率(%)

4

社会 社会ａ

知識・技能 思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

50% 30% 20%

授業計画

グループディ スカ ッ ショ ン

プレゼンテーショ ン

単位数

学習目標

評価観点

2

1

使用教科書
補助教材等

定期考査、 ミ ニレポート

評価規準

帝国書院「 中学生の地理」 帝国書院「 中学校社会科地図」
正進社「 地理の資料」今井( ABC) , 島崎( DE)



科目名 履修学年 １年 A～E 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

9

9

12

10

荘園の成立と武士の登場

16

合計５６時間

学
年
末
考
査

１
学
期
中
間
考
査

１
学
期
期
末
考
査

２
学
期
期
末
考
査

２
学
期
中
間
考
査

武士の日常・民衆の生活

院政と平氏政権武士の成長

鎌倉幕府の成立と執権政治

摂関政治と貴族社会

平城京と天平文化

平安京と弘仁・貞観文化

律令国家への道

稲作とクニの始まり
中国の記録から見る日本列島、大王の支配と渡来人

聖徳太子の政治と飛鳥文化

年代の表し方
人類の出現と農耕・牧畜の始まり
古代文明の始まり、中国文明と東アジア
旧石器時代から縄文時代へ

中学・高校

古代から中世の世界とその中の日本について、 社会的事象の歴史的な見方・ 考え方を働かせつつ、 広く 相互的な視野から捉え、 現代的な諸課題の形成に関わる歴史を理
解するとともに、 諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効率的に調べまとめる技能を身に付けるよう にする。

評価方法

各観点の授業内
評価方法等

教科名 

授業態度、 また授業以外での活動や自発的な成果物など

古代： 世界の諸文明の特徴を対比的にとらえ、 さら
に日本列島で展開された歴史における中国や朝鮮半
島の影響について説明する。
中世： 平氏政権、 鎌倉幕府の興亡を理解し 、 国際的
な交流と諸産業の発達から経済が発達し 、 新たな文
化も生み出されたことを理解する。

古代： 世界の諸文明がどのよう に周辺地域に影響を与
えたかを考える。 また、 日本列島の文化や政治体制の
特徴について、 東アジアの中でとらえる。
中世： 武士や農民といった具体的な視点から各時代の
政治権力を考察する。 個別の作品を事例として、 文化
に対する外交や社会の影響を考察する。

身近な地域に関心をもって、 テーマを設定して調査活動に
取り 組む。
古代： 東アジアの中で日本列島をとらえることに意識をむ
け、 一国史の枠組みではなく 世界史とのつながり を考えな
がら学ぶ。
中世： 武士や農民といった具体的な視点から各時代の政治
権力を考察する。 個別の作品を事例として、 文化に対する
外交や社会の影響を考察する。

定期考査： 知識問題と資料読み取り 問題など

小テスト ： 知識問題

主体的に学習に取り組む姿勢

振り 返り シート

振り 返り シート グループディ スカッ ショ ンによる意見交換および発表

プレゼンテーショ ン

単位数

学習目標

評価観点

2

評価規準

田畑　 佳介

定期考査： 資料読み取り 問題や論述問題

2

3

担当者

11

12

1

2

3

5

6

7

8

9

10

学期末の
各観点比率(%)

4

社会 社会ｂ

知識・技能 思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

約60% 約30% 約10%

授業計画

1

『 中学歴史　 日本と世界』 （ 山川出版社）

『 つながる歴史　 東京都版』 （ 浜島書店）
使用教科書
補助教材等



科目名 履修学年 ２年 組

阿部（ 晃）

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

5

九州地方 1

九州地方 4

九州地方 4

九州地方 2

九州地方 2

九州地方 2

九州地方 2

1

1

4

中
間
考
査

2

2

3

近畿地方 4

近畿地方 4

近畿地方 1

期
末
考
査

中部地方 1

中部地方 2

中部地方 3

関東地方 2

東北地方 3

学
年
末
考
査

北海道地方 2

北海道地方 1

自然災害と 防災について理解さ せる

様々なｴﾈﾙｷ゙ ｰ発電の特徴を理解さ せる

日本の水産業と 林業を理解さ せる

ｱｲﾇ文化と ｱｲﾇ語起源の地名を理解さ せる

北海道の開拓の歴史を理解さ せる

日本の都市と 都市問題を理解さ せる

日本のｴﾈﾙｷ゙ ｰ問題を理解さ せる

日本のｴﾈﾙｷ゙ ｰ問題を理解さ せる

日本の地形と 自然災害を地図を使用し 理解さ せる

自然災害と 防災について理解さ せる

九州地方 火山地形と その産業を理解さ せる

日本の気候を理解さ せる

日本の気候と 農業を理解さ せる

中国・ 四国地方

中国・ 四国地方

中国・ 四国地方

日本の気候と 工業立地を理解さ せる

中国・ 四国地方

中国・ 四国地方

日本の気候と 農業を理解さ せる

日本の食糧安全保障について理解さ せる

期
末
考
査

日本の水問題について理解さ せる

干潟と そこ での産業， 自然保護活動， 観光について理解さ せる

南西諸島を例に日本の米軍基地問題について理解さ せる

火山地形と 自然災害， そこ での生活を理解さ せる

行政区分と 行政区分以外の境界線を理解さ せる

南西諸島の位置， 日本の領域， 日本の領土問題を理解さ せる

日本の地域区分

南西諸島の位置， 日本の領域， 日本の領土問題を理解さ せる 中
間
考
査

南西諸島の地形と そこ での生活を理解さ せる

学期末の
各観点比率(%)

4

社会 社会a

知識・技能 思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

50% 30% 20%

授業計画

1

帝国書院「 中学生の地理」

帝国書院「 中学校社会科地図」

帝国書院「 アド バンス中学地理資料」

使用教科書
補助教材等

定期考査， 地図作成

2

3

担当者

11

12

1

2

3

5

6

7

8

9

10

単位数

学習目標

評価観点

2

評価規準

中学・高校 全

現代社会では， 国民一人ひと り が国際社会の一員と し てさ まざまな課題に対し ， 自ら 調べ・ 考えていく こ と が求めら れている ． 本時では， 日本各地の自然の様子と
人々の活動を 日本の各地域， 場合によ っ ては世界と を 比較する こ と で， 地域の特色の理解を 深め， 世界の中での日本の姿を 捉えら れる よ う になる こ と を 目標と す
る ．

評価方法

各観点の授業内
評価方法等

教科名 

人々の生活は， 居住地の自然及び社会的条件から 影
響を 受けたり ， 逆にそこ での自然及び社会的条件に
影響を 与えたり する こ と を 理解し ている ．

日本各地における 人々の生活の特色やその変容の理
由を ， その生活が営まれる 場所の自然及び社会的条
件などに着目し て多面的・ 多角的に考察し 表現， ま
た地図から 必要な情報を 読み取れる ．

日本各地の人々の生活と 環境について， よ り よ い社会の実
現を 視野にそこ でみら れる 課題を 主体的に追究し よ う と し
ている ．

定期考査， 地図作成

主体的に学習に取り組む姿勢

授業態度， 地図作成と 発表， ﾀﾌﾞ ﾚｯﾄによ る 調べ学習



科目名 履修学年 2年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

第３ 章　 中世の日本 ２ 節　 武家社会の成長

第４ 章　 近世の日本 １ 節　 一体化へ向かう 世界

２ 節　 近世社会の成立

３ 節　 幕藩体制の確立

４ 節　 幕藩体制の展開

５ 節　 幕藩体制の動揺

第５ 章　 近代の日本と 国際関係 １ 節　 欧米諸国の近代化と 日本への接近

２ 節　 開国と 幕末の動乱

11

開国と 条約締結

貿易の開始と 攘夷運動

江戸幕府の滅亡

新し い学問と 化政文化

列強諸国のアジア侵略　 など

１
学
期
中
間
考
査

２
学
期
中
間
考
査

学
年
末
考
査

２
学
期
期
末
考
査

１
学
期
期
末
考
査

11

12

貨幣経済の発展と 享保の改革

田沼時代と 社会の変化

寛政の改革と 対外的な危機

豊臣秀吉の政策

江戸幕府の全国支配

江戸時代初期の外交と 貿易

江戸時代の対外関係

幕府政治の安定と 元禄文化　

大航海時代と ヨ ーロッ パの海外進出

信長・ 秀吉の全国統一

12

9

A~E

南北朝の動乱と 室町幕府の成立

東アジアと 日本の国際関係

産業・ 流通の発達と 都市・ 農村の変化

中学・高校

中世から 近世の世界と その中の日本について、 社会的事象の歴史的な見方・ 考え方を働かせつつ、 広く 相互的な視野から 捉え、 現代的な諸課題の形成に
関わる歴史を理解すると と も に、 諸資料から 歴史に関する様々な情報を適切かつ効率的に調べまと める技能を身に付けるよう にする。

評価方法

各観点の授業内
評価方法等

教科名 

中世： 建武政権、 室町幕府の興亡を 理解し 、 国際的
な交流と 諸産業の発達から 経済が発達し 、 新たな文
化も 生み出さ れたこ と を 理解する 。

近世： 対外関係を ふまえ、 近世の日本における 政治
の展開や社会の変化、 文化の発展について、 それぞ
れ整理を し て理解する 。

中世： 武士や農民と いっ た具体的な視点から 各時代
の政治権力を 考察する 。 個別の作品を 事例と し て、
文化に対する 外交や社会の影響を 考察する 。

近世： 政治・ 社会の仕組みが、 中世と どのよ う な点
で異なる のかについて、 多面的・ 多角的に思考・ 判
断し て表現する 。 また、 対外関係・ 政治・ 社会・ 文
化の展開を 時系列を 追っ て多面的・ 多角的に思考・
判断し 、 変化し ていっ たこ と を 説明する 。

中世： 武士や農民と いっ た具体的な視点から 各時代の政治
権力を 考察する 。 個別の作品を 事例と し て、 文化に対する
外交や社会の影響を 考察する 。

近世： 身近な地域の歴史的事象に関心を も ち 、 農林水産業
や手工業の発達、 生活文化の形成などの具体例を 考察し 、
意欲的に発表する 。

定期考査： 知識問題と 資料読み取り 問題など

小テスト ： 知識問題

主体的に学習に取り組む姿勢

振り 返り シート

振り 返り シート グループディ スカ ッ ショ ン によ る 意見交換およ び発表

授業態度、 また授業以外での活動や自発的な成果物など

10

単位数

学習目標

評価観点

2

評価規準

堀内　 厚平

使用教科書
補助教材等

定期考査： 資料読み取り 問題や論述問題

2

3

担当者

11

12

1

2

3

5

6

7

8

9

応仁の乱と 戦国大名

学期末の
各観点比率(%)

4

社会 社会b

知識・技能 思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

約60% 約30% 約10%

授業計画

1

『 中学歴史　 日本と 世界』 （ 山川出版社）

『 つながる歴史　 東京都版』 （ 浜島書店）



科目名 履修学年 ３年 A～E 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

①私たちが生きる現代社会

②現代につながる伝統と文化

③私たちがつくるこれからの社会　　　

①人権の考え方と歴史　　

②憲法はこうして生まれた

③国民の意思による政治 など 11

①平等権

②自由権

③社会権

④新しい人権

①民主政治とは何か

②メディアリテラシー など 11

①国会の組織と機能・国会の権限と衆議院の優越

②内閣の機構と機能

③裁判所の機能と人権保障

④地方自治制度と住民の権利 など 8

①家計・企業

②市場

③金融・財政 など

①社会保障

②国際経済 など

①国際社会と日本外交

②国際連合 など 15

①国際社会が抱える課題

②平和主義と安全保障

③核なき世界の実現へ など

持続可能な未来の社会へ

など 10

２
学
期
中
間

２
学
期
期
末

３
学
期
期
末

冬休み課題

単位数 2
使用教科書
補助教材等

『中学社会　公民ともに生きる』（教育出版）

担当者

学習目標
広い視野に立って、民主主義の本質に関する理解を深めさせ、現代における政治、経済、国際関係などについて客観的に理解させるとともに、それらに
関する諸課題について主体的に考察させ、公正な判断力を養い、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。

プレゼンテーションによる発表

評価方法

評価観点

教科名 社会 社会ａ 中学・高校

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

現代の政治，経済，国際関係に関する事柄や，
人間としての在り方生き方にかかわる基本的な
事柄を理解し，その知識を身に付けている。
現代の政治，経済，国際関係にかかわる事柄に
関する諸資料を様々なメディアを通して収集し，
有用な情報を適切に選択して，効果的に活用し
ている。

現代の政治，経済，国際関係にかかわる事柄か
ら課題を見いだし，その本質や人間の存在及び
価値などについて広い視野に立って多面的・多
角的に考察し，社会の変化や様々な考え方を踏
まえ公正に判断して，その過程や結果を適切に
表現している。

現代の政治，経済，国際関係に対する関心を高め，意
欲的に課題を追究するとともに，国家・社会の一員と
して平和で民主的なよりよい社会の実現に向けて参
加，協力する態度を身に付け人間としての在り方生き
方についての自覚を深めようとする。

授業態度、また授業以外での活動や自発的な成果物など

学期末の　　　　各観
点比率(%) 約60% 約30% 約10%

各観点の授業内　評
価方法等

定期考査：知識問題と資料読み取り問題など 定期考査：資料読み取り問題や論述問題 振り返りシート

小テスト：知識問題 振り返りシート グループワークによる意見交換

ミニレポート

7

8

章 節 項目

夏休み課題

１
学
期
中
間

１
学
期
期
末

第２章 ２節

第３章 1節

12

3

1

2

3

2

9

10

11

第６章 １節

第６章 ２節

第７章 １節

吉野　聡・池田 巧

第５章

１～４節

１～２節

２節

３節
第３章

第１章

第２章

１～３節

１節

第４章

授業計画

1

4

5

6



科目名 履修学年 ３年 A～E 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

開国と 条約締結

貿易の開始と 攘夷運動・ 江戸幕府の滅亡

明治維新から 中央集権国家へ

明治初期の対外関係

自由民権運動と 国会開設 10

欧米の帝国主義

初期議会と 条約改正

日清戦争

日露戦争と アジア

日本の大陸進出と 辛亥革命

第一次世界大戦と 国際関係

ロ シア革命 12

ヴェ ルサイ ユ条約と 国際関係

アジアの民族運動

大正デモク ラ シーと 政党内閣の成立

社会運動の高まり と 普通選挙法の制定 8

世界恐慌と その対応

フ ァ シズムの台頭

昭和恐慌と 政党政治への反発

軍部の台頭

日中戦争と 国家総動員法

第二次世界大戦

太平洋戦争の始まり 、 戦局の悪化と 戦争の終結 14

占領下の日本、 日本国憲法と 民主化

独立回復と 日米安保条約

国際関係の変化と 日本の外交

高度経済成長と 公害問題

冷戦の終結

今日の世界、 今の日本、 こ れから の日本 13

単位数 2
使用教科書
補助教材等

『 中学歴史　 日本と 世界』 （ 山川出版社）

担当者
『 つながる 歴史　 東京都版』 （ 浜島書店）

教科名 社会 社会ｂ 中学・高校

振り 返り シート グループワーク による意見交換、 プレゼンテーショ ンによる発表

ミ ニレポート

学習目標
近代から 現代の世界と その中の日本について、 社会的事象の歴史的な見方・ 考え方を働かせつつ、 広く 相互的な視野から 捉え、 現代的な諸課題の形成に関わる歴史を理解
すると と も に、 諸資料から 歴史に関する様々な情報を適切かつ効率的に調べまと める技能を身に付けるよう にする。

授業態度、 授業ノ ート

評価方法
評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

近代： 日本が政治・ 経済の両側面で近代化の実現を推
進し ているこ と を理解する。 国際情勢と の関わり の中
で日本の近代化や対外戦争や両大戦が行われたこ と を
理解する。
現代： 日本や世界が戦後どのよう な過程を経て、 現在
の状況にいたっ たのかを理解する。 戦後の日本が飛躍
的な経済復興を成し 遂げ、 国際的地位を高めた過程に
ついて理解する。 東西冷戦の構造や、 それぞれの陣営
にどのよう な国が属し ていたのかについて整理する。

近代： 日本の近代化について政治・ 経済の両面で、 諸
外国の近代化と 比較し たう えで、 その共通点と 相違点
を表現する。 対外戦争や両大戦にいたる過程につい
て、 他国の視点から 再整理し て表現する。
現代： 戦後の日本の（ 世界の） 人々の暮ら し や生活ス
タ イ ルがどのよう に変化し たかについて興味を持っ て
調べ、 自分の言葉で表現する。 また、 戦後の日本で急
速に深刻化し た諸問題について考察し 、 自己の考えを
表現する。

近代： 欧米列強のアジア進出のなかで、 他のアジア諸国と 比
較し た際に、 日本のみが近代化を実現でき た理由について考
察する。 両大戦および大戦間の外交などの動き を異なる視点
で再整理する。 両大戦をなぜ回避でき なかっ たのかについ
て、 戦争の惨禍をも たら すこ と になっ たこ と と あわせて具体
的な事例を通し て考察する。
現代： 現在世界でおこ っ ている地域紛争や民族問題、 も し く
は地球規模で考えるべき 温暖化や感染症などの諸問題につい
て、 自ら 積極的に知識を獲得し 、 自分なり の解決策を模索し
よう と 努力する。

３ 節
立憲国家への道

４ 節
日清・ 日露戦争と アジア

8 夏休み課題

授業以外での活動や自発的な成果物など

学期末の
各観点比率(%) 約60% 約30% 約10%

各観点の授業内
評価方法等

定期考査： 知識問題と 資料読み取り 問題など 定期考査： 資料読み取り 問題や論述問題 振り 返り シート

小テスト ： 知識問題

2

9

第６ 章
二つの世界大戦と

日本

１ 節
第一次世界大戦と 日本

２
学
期
中
間

10

２ 節
国際協調の崩壊

２
学
期
期
末

11

12
３ 節

第二次世界大戦と 日本

冬休み課題

3

1
第７ 章

戦後の日本と
国際社会

１ 節
戦後の日本と 国際社会

３
学
期
期
末

2 ２ 節
新たな時代の日本と 世界

3

6
期
末
考
査

7

第５ 章
近代の日本と

国際関係

髙橋 美穂

２ 節　 開国と 幕末の動乱

第６ 章
二つの世界大戦と

日本

１ 節
第一次世界大戦と 日本

授業計画

章 節 項目

1

4
中
間
考
査5
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